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4
月3

日
（
月
）：
第1

日
目
「
は
じ
ま
り
の
硬
度
」 

午
前8
時15

分
。 

真
由
美
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
西
京
線
の
急
行
電
車
に
乗
り
込
ん
だ
。 

結
婚
し
て6

年
。3

0

歳
に
な
っ
た
彼

女
の
日
常
は
、
穏
や
か
だ
が
、
ど
こ
か
色
の
抜
け
た
写
真
の
よ
う
に
退
屈
だ
っ
た
。
夫
と
の
生
活
に
不
満
は
な
い
。
け
れ
ど
、
夜

の
営
み
は
月
一
回
の
義
務
作
業
の
よ
う
で
、
心
が
昂
る
こ
と
は
も
う
久
し
く
な
か
っ
た
。 

「…
…

は
ぁ
、
今
日
も
座
れ
な
い
」 

車
内
は
、
週
明
け
の
気
だ
る
さ
と
、
他
人
の
体
温
が
混
ざ
り
合
っ
た
独
特
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。 

真
由
美
は
人
混
み
に
押
し

流
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
、
車
両
の
連
結
部
、
ド
ア
横
の
隅
っ
こ
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

目
の
前
に
は
他
人
の
背
中
。
背
後
に
は
、
誰

か
の
胸
板
。 

文
字
通
り
、
逃
げ
場
の
な
い
「
密
室
」
だ
。 

ガ
タ
ン
、
と
大
き
く
電
車
が
揺
れ
た
。 

そ
の
瞬
間
、
真
由
美
の
タ
イ
ト
ス
カ
ー
ト
を
穿
い
た
お
尻
に
、
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
「
異

物
」
が
突
き
当
た
っ
た
。 

（…
…

え
っ
？
） 

そ
れ
は
、
偶
然
の
接
触
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
硬
く
、
そ
し
て
「
意
思
」
を
持
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
熱
か
っ
た
。 

真
由
美
の
背

後
に
立
つ
男
の
股
間
。 

そ
こ
に
あ
る
「
雄
」
の
象
徴
が
、
薄
い
布
地
越
し
に
、
真
由
美
の
お
尻
の
割
れ
目
を
正
確
に
捉
え
、
グ
リ

グ
リ
と
、
肉
の
柔
ら
か
さ
を
確
か
め
る
よ
う
に
押
し
付
け
ら
れ
て
く
る
。 

「…
…

っ
、
ん…

…

」 

 

中
略 

 

男
の
股
間
が
、
揺
れ
に
合
わ
せ
て
執
拗
に
お
尻
を
叩
く
。 

「
ド
ク
ン
、
ド
ク
ン
」
と
い
う
男
の
鼓
動
が
、
ス
カ
ー
ト
越
し
に
直
接

伝
わ
っ
て
く
る
。 

真
由
美
は
、
つ
り
革
を
握
る
手
に
力
を
込
め
た
。 

顔
は
窓
の
外
を
向
い
た
ま
ま
。
け
れ
ど
、
全
神
経
は
、
お

尻
の
割
れ
目
に
食
い
込
む
「
熱
い
塊
」
に
集
中
し
て
い
た
。 

（
だ
め
、
こ
ん
な
の…

…

。
誰
か
、
助
け
て…

…

） 

心
の
中
で
呟
く
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
真
由
美
の
秘
部
は
、
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
微
か
に
、
け
れ
ど
確
実
に
疼
き
始
め
て

い
た
。 1

時
間
の
通
勤
時
間
。 

そ
の
最
初
の10

分
で
、
真
由
美
は
「
人
妻
」
と
い
う
殻
を
、
名
も
な
き
男
の
「
硬
度
」
に
よ
っ

て
、
無
残
に
、
そ
し
て
甘
美
に
ひ
び
割
れ
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
。 

 
 



4
月5

日
（
水
）：
第3

日
目
「
境
界
線
の
消
失
」 

 

中
略 

 

「…
…

っ
、
ん…

…

あ
、
っ…

…
」 

男
の
指
先
が
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
か
ら
、
滑
り
込
む
よ
う
に
内
側
へ
と
侵
入
し
た
。 

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
包
ま
れ
た
、
真
由
美
の
太
も

も
。 

男
の
指
は
、
そ
の
滑
ら
か
な
曲
線
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
、
執
拗
に
、
太
も
も
の
内
側…

…

最
も
柔
ら
か
く
、
敏

感
な
場
所
へ
と
這
い
上
が
っ
て
く
る
。 

（…
…

だ
め
、
そ
こ
は…

…

っ
！ 

人
に
見
え
ち
ゃ
う…

…
っ
！
！
） 

真
由
美
は
必
死
に
周
囲
を
伺
っ
た
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
新
聞
を
読
み
、
女
子
高
生
が
ス
マ
ホ
を
い
じ
っ
て
い
る
。 

誰
も
、
自
分

の
ス
カ
ー
ト
の
中
に
、
見
知
ら
ぬ
男
の
指
が
潜
り
込
み
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
ナ
イ
ロ
ン
を
ガ
リ
ガ
リ
と
音
を
立
て
る
よ
う
に
し

て
、
内
股
を
弄
り
回
し
て
い
る
な
ん
て
気
づ
い
て
い
な
い
。 

男
の
指
は
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
ガ
ー
タ
ー
ラ
イ
ン…

…

太
も
も
の
付
け
根
の
、
わ
ず
か
に
露
出
し
た
素
肌
の
境
界
線
に
ま
で
到
達

し
た
。 

そ
こ
は
、
歩
く
た
び
に
擦
れ
合
う
、
真
由
美
の
秘
部
に
最
も
近
い
場
所
だ
。 
男
の
指
先
が
、
そ
の
柔
ら
か
な
皮
膚
を
、

爪
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
カ
リ
カ
リ
と
掻
き
上
げ
る
。 

「…
…

は
、
ぁ…

…

ん
、
ん
っ…

…

！
！
」 

真
由
美
は
つ
り
革
を
握
り
締
め
、
背
中
を
反
ら
せ
た
。 

男
の
掌
が
、
今
度
は
太
も
も
の
肉
を
ギ
ュ
ッ
と
掴
み
、
自
分
の
股
間
の
方

へ
と
引
き
寄
せ
た
。 

密
着
。 

真
由
美
の
お
尻
の
割
れ
目
に
、
男
の
怒
張
し
た
『
剛
躯
』
が
、
布
一
枚
を
隔
て
て
、
逃
げ
場
の
な

い
力
で
押
し
付
け
ら
れ
る
。 

 

中
略 

 4

月1
2

日
（
水
）
：
第8

日
目
「
シ
ョ
ー
ツ
の
縁
、
指
先
の
焦
燥
」 

 

中
略 

 

男
の
大
き
な
掌
が
、
真
由
美
の
腰
を
ガ
ッ
シ
リ
と
捕
ら
え
た
。 

逃
が
さ
な
い
と
い
う
強
い
意
志
。 

そ
し
て
、
男
の
指
先
が
、
ス

カ
ー
ト
の
裾
を
割
り
込
み
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
ナ
イ
ロ
ン
を
ガ
リ
ガ
リ
と
鳴
ら
し
な
が
ら
、
太
も
も
の
最
奥
へ
と
這
い
上
が
っ
て

き
た
。 



真
由
美
は
、
つ
り
革
を
握
る
手
に
爪
を
立
て
、
目
を
閉
じ
た
。 

（…
…

く
る
。…

…

く
る
わ
。…

…

あ
の
指
が
、
私
を…

…
っ
！
） 

だ
が
、
男
の
指
先
は
、
シ
ョ
ー
ツ
の
ク
ロ
ッ
チ
（
股
布
）
の
、
ほ
ん
の
数
ミ
リ
手
前
で
動
き
を
止
め
た
。 

そ
こ
か
ら
先
、
生
身
の

粘
膜
へ
は
決
し
て
踏
み
込
ま
な
い
。 

代
わ
り
に
、
男
は
中
指
の
先
で
、
シ
ョ
ー
ツ
の
縁
（
ふ
ち
）…

…

太
も
も
の
付
け
根
の
ゴ
ム

の
ラ
イ
ン
を
、
執
拗
に
、
ゆ
っ
く
り
と
な
ぞ
り
始
め
た
。 

「…
…

あ
、
っ…

…

！ 

そ
こ
、
じ
ゃ
、
な
く
て…

…

っ
！
！
」 

声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
が
、
喉
の
奥
で
潰
れ
る
。  

 

続
き
は
本
編
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
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」
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・
蜜
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澪
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澪
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嫌
い
な
上
司
と
出
張
先
で
・
・
・
新
婚
妻
の
背
徳
と
溶
け
る
体 

2
.
 

海
斗
く
ん
パ
パ
に
抱
か
れ
た
夜
か
ら 

3
.
 

隣
妻
た
ち
の
蜜
約 

～
四
人
で
堕
ち
た
、
甘
い
罪
～ 

4
.
 

逆
転
の
蜜
室 

～
冷
た
か
っ
た
彼
が
溶
け
る
夜
～  
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人
妻
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司
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、
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6
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隣
人
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夜
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き
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の
夜 

7
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通
夜
の
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に
濡
れ
た
未
亡
人
の
白
い
肌 

8
.
 

義
父
の
獣
欲 

夫
と
の
電
話
中
に
後
ろ
か
ら
義
父
に
突
か
れ
る
三
十
路
妻 

9
.
 

主
治
医
に
開
発
さ
れ
た
人
妻 

診
察
室
の
奥
で
交
わ
さ
れ
る
、
渇
望
と
禁
断
の
処
方
箋 

1
0
.
 

ベ
ラ
ン
ダ
越
し
の
秘
め
事 

隣
の
部
屋
の
独
身
男
に
、
毎
夜
「
調
教
」
さ
れ
る
私 

1
1
.
 

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
、
覗
か
れ
た
自
慰
妻 

隣
人
の
冷
徹
な
視
線
に
調
教
さ
れ
濡
れ
る
夜 

1
2
.
 

背
徳
の
良
妻
私
だ
け
の
課
外
診
療  

覗
き
見
る
夫
と
三
十
路
妻
の
罪
悪
感 

1
3
.
 

義
実
家
で
堕
ち
る
処
女
新
妻 

夫
を
愛
し
な
が
ら
義
父
と
義
弟
に
奪
わ
れ
る
蕾 

1
4
.
 

妊
活
主
婦
が
年
下
作
家
に
堕
ち
る
図
書
館
の
密
事 

1
5
.
 

自
慰
行
為
に
耽
る
三
十
路
妻 

覗
き
見
さ
れ
濡
れ
る
痴
態 

1
6
.
 

禁
断
の
熟
れ
た
果
実 

同
級
生
の
母
と
い
う
名
の
深
淵 

1
7
.
 

復
讐
の
甘
い
調
教 

元
い
じ
め
っ
子3

人
か
ら
、
す
べ
て
を
奪
う
私
の
計
画 



1
8
.
 

義
父
に
寝
取
ら
れ
た
私  

復
讐
の
は
ず
が
、
恋
に
落
ち
て 

1
9
.
 

穢
さ
れ
る
処
女
聖
域 

義
兄
の
執
着
と
抗
え
ぬ
妹
の
情
欲
。
両
親
の
い
な
い
七
日
間
、
堕
ち
て
い
く
二
人 

2
0
.
 

快
楽
の
通
姦
快
速: 

人
妻
・
真
由
美
の
二
十
日
間
痴
漢
日
記 

2
1
.
 

妹
の
旦
那
に
夜
這
い
す
る
バ
ツ
イ
チ
義
姉 

2
2
.
 

息
子
の
担
任
が
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
女
の
悦
び 

2
3
.
 

保
護
者
会
を
待
ち
わ
び
る
渇
い
た
女
教
師 

2
4
.
 

『
背
徳
の
家
族
会
議
』
夫
と
の
通
話
中
に
後
ろ
か
ら
義
父
に
突
か
れ
る
若
妻 

2
5
.
 

限
界
集
落
の
生
贄
嫁 —— 

泥
に
汚
れ
た
白
無
垢
【
一
巻
】
～
【
十
巻
】 

 


